
ギターコードから見る�����の特徴の統計解析
��������� 川井豊大
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� はじめに

私は、趣味で始めたアコースティックギターを弾いてい
るうちに、ギターのコード進行にはアーティストや曲ご
との特徴があることに気付いた。そこでその特徴を明確
にするために統計学を用いて解析を行うことにした。

� データについて

データはギター雑誌である��������	
����に掲載
されている楽譜から得るものとする。この際に、どのアー
ティストを選ぶのかは、日本で活躍し主にギターを演奏
し活動しているアーティストであることを条件とし、ど
の曲を選ぶかは���上のランキングサイト ��の上位の
曲とした。今回はコブクロ、福山、��	、ゆずの �アー
ティストを比較しながら代表としてゆずの解析を行う。各
アーティスト ��曲、計 ��曲のデータを用いた。変数は
コードの遷移回数を数え、一曲あたりの小節数で割った。
こうすることでその曲の中でそのコードが占める割合を
出すことが出来る。また小節数で割ることでテンポや曲
の長さによる影響を無くした。

� 解析方法について

解析方法には主成分分析、クラスター分析を用いた。主
成分分析は累積寄与率 ��％以上を取り上げて２アーティ
ストごとに主成分分析を行う。�アーティストごとで分析
をすることで、比較するアーティストの特徴をとらえ易
くなる事と、単体で分析を行なった際に出てしまう偏り
を少なく出来るからである。また後の分類を行なうため
に有効である。
クラスター分析は生成法にウォード法を用いた。他の生
成法に比べ、群のまとまりが良かったためである。

� 主成分分析

本節では代表としてゆずとコブクロに関しての分析を
する。
第 �主成分：�寄与率�����％�ゆずのある決まったコー
ド進行をパターンに持つ主成分。
正：キーが �である曲。�→ �→ �→ �と続くコード
進行が多い曲。
負：キーが�である曲。加えて�コードが使われている。
�→ �→ �→ �と続くコード進行が多い曲。
第 �主成分：�寄与率�����％�反復の多い曲の主成分。
正：�、�コードの繰り返し。
負：�、�コードの繰り返し。
第 �主成分：�寄与率����％�キーは同じだが、アーティ
ストの特徴が出ている主成分。
正：キーコードは �だが、 コードも多用される。ゆず
の曲に見られる傾向である。
負：キーコードは�だが、�、�コードも多用される。コ

ブクロの曲に見られる傾向である。
第 �主成分：�寄与率����％�使われるコードが同じだ
が、コードの進行が異なる。
正：コード進行は�→  → �で、これらはゆずの曲に見
られる傾向である。
負：コード進行は  →�→ �で、これらはコブクロの曲
に見られる傾向である。

� クラスター分析
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図 � クラスター分析　全てのアーティスト

図 �を左から �群に分ける。
第 �群：キーが �である曲の群。ゆず、コブクロの曲
の約半数を占めている。
第 �群：キーが�である曲の群。全てのアーティスト
から �、�曲ずつ存在する。
第 �群：キーが �だが、�群とは異なるコードを用い
て作られてる曲の群。コブクロの曲に数曲見られる傾向
である。
第 �群：キーが �または �である曲の群。全てに共通
するのは �、�コードを多く使う曲であること。コブク
ロ以外のアーティストに見られる傾向である。
第 �群：キーが �である曲の群。福山、��	に見られ
る曲である。これらの曲は共通してロック調であり、バ
ンドで演奏されるような曲である。
第 �群：キーに依らない曲の群。��	の曲に見られる
傾向だが、�、�コードが多く使われる。要素の中で一つ
だけ数値が高くなっているような曲。つまり、特定の遷
移が曲の中で頻繁に使われている。

� 分析結果

第 �節、第 �節で分析した結果をまとめる。
主成分分析では、アーティストの特徴ではなく曲の個体
による特徴が顕著に表れた。曲個体の特徴とはコード進
行による違いが大きい。主成分分析ではコード進行の形



別に曲が分類出来ることがわかった。コード進行にはコー
ドが一定の遷移の方向のみで構成される直線形と、コー
ドの遷移が一意に定まらず複数の方向に遷移し複雑な形
を作る立体形に分けることが出来た。直線形は �つ、立
体形は �つの型に分けることが出来た。代表例として直
線形、立体形の形を図 �、図 �に示す。

図 � 直線形 図 � 立体形

�アーティスト毎の分析をした結果、同形のコード進行
の形を見つけやすかった。
クラスター分析では、対象となるアーティストの曲を特
徴別に群分けすることが出来た。その特徴とは、どのアー
ティストでも共通して、曲のキーによって分類されると
いうことである。加えてどのアーティストも自身の曲に
はキーに依らず、得意なコードを取り入れていることも
わかった。そのコードがそのアーティストの特徴である
といえる。

� まとめ

主成分分析よりコード進行について、クラスター分析
よりキーについて結果が得られた。各アーティストの特
徴は以下のようにまとめられる。

��� ゆず

ゆずは �、�コードが全ての曲において多く存在する。
曲により�、 コードが使われるか、�、�コードを使わ
れるかで分かれてくる。�つから �つのコードを主に使
い曲を構成する。使われるキーは�、�、�が多い。ゆず
は �人組みのグループだが、作曲はどちらか片方が行う。
その際に、その作曲者の得意なキーで曲が構成されるた
め曲により使われるコードの組が偏ってくるが、曲の主
たる部分では �人の声で調和させるため、共通したコー
ド、キーが使われるのだと思われる。

��� �	


��	では �を全ての曲で使う。曲により �、�コード
の組、�、�コードの組、�、 コードの組、�、�コー
ドの組が�コードに加え使われる。��	も �つから �つ
のコードを主に使い曲を構成する。キーは�、�、�が多
い。��	は��	本人が作曲を行っているため、自分の演
奏しやすく、自分の声質に合うように曲を構成させるた
め、�コードが中心となった曲が多いのだと思われる。

��� コブクロ

コブクロでは、ほぼ全ての曲で �から �コードまでの
全てのコードが使われる。その中でも特に�コードが使

われる。曲により �、 コードの組、�、�コードの組、
�、�コードの組が �コードに加え使われる。主に �つ
から �つのコードを使い曲を構成する。コブクロは曲の
特徴として、�人が別に歌うとき、個別歌うときがあり、
どの曲でも共通している。�人の音域に差があるため、演
奏する際にその音に合わせるためにコードを多く使用し、
その曲にあうように遷移するのだと思われる。

��� 福山

福山は �、�コードが全ての曲に使われている。頻度
としては曲により �、 、�コードが使われ、�，�コー
ドがその次に使われる。コードの組というのは存在せず、
曲によって異なってくる。その違いは曲の調子によって
変わってくる。福山は �つから �つのコードを主に使い
曲を構成させている。キーは�、�、�コードが多い。福
山の曲はバラード調、ロック調ではっきりと分かれてく
るので、テンポによる違いの方が大きい。使われるコー
ドでは共通して �、�コードが使われるが、これも福山
自身が作曲し、歌っているため自分の声質にあった高さ
を曲に取り入れるためであると思われる。

��� 曲のまとめ

曲の個性は、その曲に使うコードとそのコードを如何に
遷移させるかというコード進行の形によって決まる。使
われるコードはその曲を作成したアーティストによって
ある程度決まってくるため、コード進行によるところが
大きい。コード進行は第 �節で述べたように様々な型に分
けられる。これらのコード進行が曲の中で複数個使われ、
その組み合わせによって曲が構成され曲の特徴となる。

� おわりに

本研究では、音楽という分野でギターを使った曲を使い
解析を行った。コードの遷移を主成分分析、クラスター
分析を使いキー、コード、コード進行において特徴を見
出すことが出来た。今までコードについてはアーティス
トにより特徴があると思っていたものの明確ではなかっ
たが、詳細に分けることが出来た。特にコード進行につ
いては研究前では一貫して直線で並んでいるといった見
かたをしていたため、新たな見かたが出来た。音楽を音
の羅列として考えるのではなく、より大きなまとまりで
あるコードを使うことによって音楽による理解を違った
視点で捉えることが出来たため、本研究は非常に有意義
であったと思われる。
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